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研究成果の概要（和文）：バングラデシュのバングラデシュ農業大学、NGOのDUS、ミャンマーのYezin農業大学、SEMEO
-CHAT、NGOのFREDA、ブータンではSherubse大学、インドではゴウハティ大学、ラオスではラオス国立大学農学部、日
本では京都大学東南アジア研究所がハブとなり、環境変化と問題や持続的発展と開発に関する国際会議と参加型調査を
、2010・13年にバングラデシュで、2011・12年にミャンマーで、2012年にブータンで実施した。2014年１月にヤンゴン
で成果報告国際会議を実施した。最終成果としてアジアの在地の恊働によるグローバル問題群に挑戦するアクションリ
サーチの実践型地域研究を作成した。

研究成果の概要（英文）：The project research implementation hubs have been set in Bangladesh Agricultural 
University and DUS of NGO in Bangladesh, Yezin Agricultural University, SEAMEO-CHAT and FREDA of NGO in My
anmar, Sherubtse College in Bhutan, Guahati University in India, Faculty of Agriculture, Laos National Uni
versity in Laos PDR, and the CSEAS, Kyoto University in Japan. The international workshop and the particip
atory learning & action on Environment Changing, Sustainable Development were implemented by such a hub or
ganizations in 2010 and 2013 in Bangladesh,  in 2011 and 2012 in Myanmar, and 2013 in Bhutan. The internat
ional workshop for the final result of the project was held in January of 2014 in Yangon. As the out-come 
of the project, an action research model of " Practice-oriented Area Studies challenging the global issues
 with Asian Zaich(local communities) international collaboration in order to overcome the issues as natura
l hazards, de-population and abandoning farming as the global issues. 
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１．研究開始当初の背景 
 今日の自然災害の特徴は広域化・頻発化に
ある。類似の災害が各地で起きるならば、災
害が起きるそのたびにその対策に進歩が見ら
れるかに思われるが、実際には地域ごとに被
害の格差は広がるばかりである。2007 年 11
月にバングラデシュに上陸したサイクロン
Sidr と 2008 年 5 月にミャンマーに上陸した
サイクロン Nargis における被害者数は、前者
が約 4,300 人、後者が約 3 万人と大きな違い
が見られた。両被災地域は自然災害を規定す
るモンスーン気候やヒマラヤと大河、海とい
う大地形から自然的統一性を持ったローバル
に括られるベンガル湾縁辺地域の隣国同士で
あるにもかかわらず、これまで多くのサイク
ロンを経験してきたバングラデシュの在地
（村）の被災住民の知恵や、ODA,NGO の経
験、研究関係者の経験や成果が、ミャンマー
に伝わっていなかったことが被害格差を生じ
た背景として指摘できる。広域的に生じる自
然災害と向き合うに際して、「メソ・グローバ
ル」に隣接する人々の自然災害に対する実践
の経験や対策の共有化を積極的に図っていく
ことが求められていたのである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、「メソ・グローバル」に括
られる隣接する国々で「Nargis の悲劇」の教
訓を活かし、隣接国家の行政では困難な「メ
ソ・グローバル」な災害地域のネットワーク
化に日本の大学が第三者として介在し、i)自然
災害との共生を目指すための在地の人々や関
係者の実践経験 ii)そこから生まれた知恵や
新たな知見 iii)災害時の人間の健康や生業活
動への影響  iv)自然災害発生の自然科学的メ
カニズム を相互学習的に共有し、自然災害
の問題群により紐帯される「地域共同体意識」
を醸成できるネットワークをアクション・リ
サーチの手法で構築し、日本と当該国の大学
との国際学術共同研究の新たな役割をモデル
的に提示することにある。 
 
３．研究の方法 
  研究実施計画の内容は、交付予算と共同研
究機関、カウンターパートなどの事情により
修正した。本研究では京都大学が中核となり、
海外の大学・研究機関・NGO 等の９組織をハ
ブとし、９つの調査研究村に置かれたサイト
オフィスと連携しながら、全体をネットワー
ク的に運営する。調査村は５つのベンガル湾
自然災害メソ地域に含まれるメソ-グローバ
ル地域とし、在地（ローカル）・メソ・メソ-
グローバルの３つのスケールに対応した研究
コンポーネントを班として設定する。研究分

担者が各コンポーネントの班長となり、連携
研究者及び研究協力者が班員となって研究を
進める。また、国別の班長とコアメンバーか
らなるネットワーク構築チームが全国内参加
者の参加するプロジェクト運営会議を開催す
るとともに、プロジェクト運営の責任を担う。 
ハブオフィスでは、コアメンバーを中心に

ネットワーキングのための参加型国際ワーク
ショップ（サイトネットワーク会議）を開催
し、プロジェクトの進行について点検と修正
並びに関係者の研究成果の発表の場とすると
同時に、参加者による PLA (Participatory 
Learning and Action:参加型相互学習実践
法)を数日間実施する。滞在期間が数ヶ月から
1 年の博士課程院生、あるいは、現地のカウ
ンターパートが担当する長期定着調査チーム
を設ける。成果は国内外におけるワークショ
ップ、セミナーの報告書であるが、実践過程
の記録分析を通して、大学が中心となるネッ
トワークモデルとモデルの展開としてのアク
ション・リサーチ計画を提示する。 
 
４．研究成果 
ハブをバングラデシュでは、Bangladesh

農業大学、NGO であるハティア島の DUS
（Dwip Unnayan Sangstha）、ミャンマーで
は中央平原に位置する Yezin 農業大学、
SEAMEO-CHAT(東南アジア教育省組織文
化・歴史・伝統センター)、FREDA(Forest 
Resource Environment Development and 
Conservation Association)、ブータンでは東
ブータンに位置する Sherubse 大学、インド
ではアッサムのゴウハティ大学、ラオスでは
ラオス国立大学農学部、日本では京都大学東
南アジア研究所の９組織がハブとなり、研究
者と各ハブ機関が調査研究を展開する地元の
９の在地（村落など）で次のとおり IWS（国
際ワークショップ）と PLA を行った。2010
年 12 月にはバングラデシュ農業大学（マイメ
イシン）において、環境問題をテーマにした
IWS とマングローブ地域での PLA を、2011
年１月はミャンマーのイエジンの農業大学に
おいて持続的農業と農村開発をテーマにした
IWS と半乾燥地の農村での PLA を、2012 年
2 月にはヤンゴンで FREDA が環境問題への
挑戦と持続的開発に関する IWS とナルギス
被災地域での PLA を、2012 年 9 月にはブー
タンで Sherubtse 大学が環境変化と農村開発
に関する IWS を開催し、中山間地の過疎の現
状を比較した。2013 年 3 月にバングラデシュ
のサイクロン襲来地のハティア島にて人と環
境問題の調和に関する IWS とサイクロン常
習地帯での PLA を実施した。2014 年１月ヤ
ンゴンの SEMEO-CHAT にてプロジェクト



の最終成果報告会とインレー湖の環境問題に
ついて PLA を実施した。2013 年 7 月、2014
年 2 月には Sherubtse 大学から各時期４名づ
つの研究者を招へいし、京都府南丹市美山町
佐々里集落で PLA を実施した。こうした個別
の研究成果を踏まえて、本研究の最終成果と
して、自然災害・過疎・離農の諸問題をグロ
ーバル問題と位置づけるアクション・リサー
チの実践型地域研究のモデルとして「アジア
の在地の恊働によるグローバル問題群に挑戦
する実践型地域研究」を作成した。 
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